
別表第１ 別表第１

分野別委員会 調査審議事項 構成 備考 分野別委員会 調査審議事項 構成 備考

（略） （略） （略） (略） （略） （略） （略） (略）

（略） （略） (略） （略） （略） (略）

地球惑星科学委員会
地球・惑星圏分科会
地球観測の将来構想
に関する検討小委員
会

１．衛星地球観測の現状把
握
２．衛星観測によって生み
出された科学的成果と社会
貢献の把握
３．将来の我が国の衛星地
球観測のあり方に関する提
言
に係る審議に関すること

２５名以内の
会員、連携会
員又は会員
若しくは連携
会員以外の
者

設置期間：
平成25年10
月2日～平
成26年9月
30日

（略） （略） (略） （略） （略） (略）

（略） （略） （略） (略） （略） （略） （略） (略）

附則
この決定は、決定の日から施行する。

地球惑星科学委員会地
球・惑星圏分科会

地球惑星科学委員会地
球・惑星圏分科会

（略） （略）

分科会等

（新規設置）

（略）

（略） （略）

地球惑星科学委員会 地球惑星科学委員会

（略）

（提案１）

分野別委員会運営要綱（平成２３年９月１日日本学術会議第１３３回幹事会決定）の一部を次のように改正する。

改　　正　　後 改　　正　　前

分科会等

資料５－別添
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地球惑星科学委員会 地球・惑星圏分科会 小委員会の設置について 

 

分科会等名：地球観測の将来構想に関する検討小委員会  

１ 所属委員会名 地球惑星科学委員会 

２ 委員の構成 25 名以内の会員、連携会員又は会員若しくは連携会員以外の者 

３ 設 置 目 的 地球惑星科学において、観測によって惑星間空間、大気、海洋、

表層環境、固体惑星における現状を定常的に把握し、その変動お

よび変化機構を解き明かすことは最も基本的かつ重要な科学研

究プロセスである。特に、地球温暖化や全球規模の環境問題が顕

在化する今日、全球を常時一様に観測できる地球観測衛星システ

ムが重要な役割を果たしている。しかし、その大規模な予算を支

えるためには、国内および世界的な視点に立って、有効で持続可

能な将来計画を学術界の英知を集めて構想する必要がある。この

ような計画策定はこれまで、宇宙機関と政府、学協会において議

論されてきた。しかし、衛星の高度化と社会的要求が増大する今

日、より広い視野に立った地球観測のあり方の検討と将来構想の

立案が必要になっている。本小委員会では、我が国と世界の地球

観測衛星プログラムとそれが生み出している科学的貢献と社会

貢献を精査することを通して、有効で持続可能な将来構想の提示

を行う。 

４ 審 議 事 項 １）衛星地球観測の現状把握 

２）衛星観測によって生み出された科学的成果と社会貢献の 

 把握 

３）将来の我が国の衛星地球観測のあり方に関する提言 

 

５ 設 置 期 間 時限設置 平成２５年１０月２日～平成２６年９月３０日 

常設 

６ 備    考 ※新規設置 
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【小委員会】 
○委員の決定（新規１件） 

 
（ 地球惑星科学委員会地球・惑星圏分科会地球観測の将来構想に関する検討小委員会 ） 
 氏   名    所  属  ・  職  名  備  考 

大久保修平 東京大学地震研究所教授 第三部会員 

中島 映至 東京大学大気海洋研究所教授      第三部会員 

沖  大幹 東京大学生産技術研究所教授 連携会員 

佐藤  薫 東京大学大学院理学系研究科教授     連携会員 

中村  尚 東京大学先端科学技術研究センター教授 連携会員 

福田 洋一 京都大学大学院理学研究科教授     連携会員 

松本  淳 首都大学東京都市環境科学研究科教授        連携会員 

安岡 善文 大学共同利用機関法人情報・システム研究機構監事 連携会員 
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（提案２） 
【幹事会附置委員会】 
○委員の決定（追加１件） 

 
（ 若手アカデミー委員会 若手研究者ネットワーク検討分科会 ） 

氏   名 所  属  ・  職  名 備  考 

吉田 丈人 東京大学大学院総合文化研究科准教授 連携会員 
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（提案３） 
【幹事会附置委員会】 
○委員の決定（追加１件） 

 
（ 東日本大震災復興支援委員会 汚染水問題対応検討分科会 ） 

氏  名 所 属  ・  職 名 備 考 

吉田 克己 早稲田大学大学院法務研究科教授 第一部会員 

米倉 義晴 独立行政法人放射線医学総合研究所理事長 第二部会員 
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（提案４） 
【課題別委員会】 
○委員の決定（追加１件） 
 

（ 日本学術会議の第三者評価機能に関する検討委員会 ） 

 氏   名    所  属  ・  職  名  備  考 推 薦 

岡本 龍明 
日本電信電話株式会社ＮＴＴ情報流通プラ

ットフォーム研究所岡本特別研究室室長 
連携会員 第三部 
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（提案６） 
 

日本学術会議協力学術研究団体への新規申込があった団体の概要 
 

団体名 概要 

日本大気電気学会 

大気中には雷をはじめ様々な電気現象が存在してお

り、その現象一般を観測と理論によって、解明する科学

が大気電気学であり、本学会はこれを主軸として研究を

行っている。日本気象学会、大気環境学会（以上既指定

団体）とは各種行事の共催、協賛等を実施しているほか、

国際大気電気学会委員会との連携を行っている。 
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（提案７） 
 

公開シンポジウム「特定健診・特定保健指導の新たな局面とその推進」  

の開催について 

 
 

１．主 催：日本学術会議 健康・生活科学委員会 パブリックヘルス科学分科会、

臨床医学委員会・健康・生活科学委員会合同 生活習慣病対策分科会、

臨床医学委員会 健康・スポーツ科学分科会 

 

２．共 催：日本公衆衛生学会 

 

３．日 時：平成 25 年 10 月 23 日（水） １７：４０～２０：００ 

 

４．場 所：三重県総合文化センター中ホール 

（三重県津市一身田上津部田町 1234 番地） 

 

５．分科会の開催：開催予定なし 

 

６．開催趣旨： 

 本学会において平成 22 年より、メタボリックシンドロームの予防、管理を

重点とした特定健診・特定保健指導の課題に関して議論を重ね、本学会として

の提言を厚生労働省に提示してきた。平成 25 年度からはこれまでの事業の評

価や本学会等の提言を踏まえて、肥満に係わらず喫煙者や高血圧者等への保健

指導の推奨が謳われている。日本学術会議の健康・生活科学委員会パブリック

ヘルス科学分科会においても、地域での生活習慣病対策の重要性が強く認識さ

れており、今後の健診・保健指導に関する議論を進めている。 

 保健指導に際しては、スポーツ・運動等による身体活動不足の改善、栄養の

改善、休養としての睡眠の質・量の改善、重症化予防のための医療機関への受

療勧奨と生活改善の維持等が重要であり、保健指導を実施する者は、面接技法

やコミュニケーション能力のさらなる向上が望まれる。 

そこで本シンポジウムでは、厚生労働行政、地域の保健師、栄養士、研究者、

日本学術会議のそれぞれの立場から、特定健診・保健指導のこれまでの成果と

今後の課題についての議論を行い、生活習慣病対策のさらなる推進のための方

策を探る。 

 

７．シンポジウムプログラム（17:40～20:00） 

  座長の言葉（17:40～17:45） 

  

   磯 博康＊（日本学術会議連携会員、大阪大学医学研究科公衆衛生学教授） 

 

   武藤孝司 （独協医科大学公衆衛生学教授） 
 高血圧は高コレステロール食による非アルコール性脂肪性肝炎進展のリス

クとなるか（17:45～18:03） 
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 那須民江＊（日本学術会議第二部会員、パブリックヘルス科学分科会委

員長、名古屋大学名誉教授、中部大学客員教授） 

 

 標準的な健診・保健指導プログラムの改訂について（18:03～18:21） 

    野田博之（厚生労働省がん対策健康増進課医系技官） 

 

  特定健診・保健指導～第１期実施計画の評価と今後の課題（18:21～18:39） 

    野口 緑（尼崎市市民サービス部課長） 

 

  特定健診・特定保健指導の効果と行動変容を促す支援（18:39～18:57） 

奥山 恵（東松山医師会病院 健診センター管理栄養士） 

 

  大阪がん循環器病予防センターによる市町村支援の取り組み（18:57～

19:15） 

北村明彦（大阪がん循環器病予防センター副センター長） 

 

指定発言（19:15～19:25） 

    下光輝一＊（日本学術会議連携会員、生活習慣病対策分科会委員長、健

康・体力づくり事業財団理事長） 

    宮地元彦＊（日本学術会議連携会員、国立健康・栄養研究所健康増進研

究部長） 

  

 討論（19:25～19:55） 

 

 座長のまとめ（19:55～20:00） 

 

８．関係部の承認の有無：第二部承認 

 

（＊印の講演者等は、主催分科会委員） 
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（提案８） 
 

公開国際シンポジウム「増大する災害と地球環境問題に地球人間圏科学は

どう取り組むか？」の開催について 

 

１．主 催 日本学術会議 地球惑星科学委員会 地球･人間圏分科会 

 

２．共 催 (社)日本地球惑星科学連合、アジアの持続可能な土地利用プロ

ジェクト(SLUAS) 

 

３．日 時 平成 25 年 12 月 5 日(木)13 時 00 分～17 時 00 分 

 

４．場 所 日本学術会議講堂 （〒106-8555 東京都港区六本木 7-22-34） 

 

５．分科会の開催の開催：開催予定 

 

６．開催趣旨： 

現在世界の地球環境研究は、ICSU/ISSC が主導する Future Earth 計画を中心

として大規模な再編成の途上にある。Future Earth は世界の持続可能性を高め

ることを究極の目標とした、優れて学際的な研究計画であり、そのミッション

を遂行する上で、これまで学際的観点から地球人間圏の自然科学的・人文社会

科学的諸事象を研究し、様々な地球環境問題や災害の軽減に取り組んできた地

球人間圏科学が果すべき役割は極めて大きいと言える。本シンポジウムは、地

球人間圏科学を構成する諸分野で現在世界をリードする活躍をしている研究者

を招き、国内の研究者と共に地球人間圏科学のこれまでの成果を吟味し、地球

環境問題と災害の軽減に向け、Future Earth において地球人間圏科学が果すべ

き役割を検討し、提言するものである。地球人間圏分科会委員のほか、国内の

関連プロジェクトの関係者や海外からの参加者を含め、8件の発表を予定してい

る。発表・質疑応答は英語と日本語で行なわれる。 

 

７．プログラム： 

 

総合司会  小口  高＊（日本学術会議連携会員、東京大学空間情報科学研究

センター教授） 

開会挨拶  氷見山幸夫＊ （日本学術会議第三部会員、北海道教育大学教育学部

教授） 

   

講  演   

○「Scope of Environmental Information Science in Future Earth」             

R.B. Singh (University of Delhi） 

○「Scope of Geological Science in Future Earth」 

Eduardo de Mulder (Former President of IUGS) 

 ○「Geographical Contributions to the Future Earth Initiative」 

Ronald Abler (Former President of IGU) 

○「Infrequent Natural Hazards:  the 2004 Indian Ocean and 2011 Tohoku 
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Japan Tsunamis」 

佐竹 健治 ＊(日本学術会議連携会員、東京大学地震研究所地震火山情報セ

ンター教授) 

○「Climate changes in Monsoon Asia and Human-geoscience」 

  松本 淳＊（日本学術会議連携会員、首都大学東京大学院都市環境科学研究

科教授） 

○「高レベル放射性廃棄物の地層処分」 

  千木良雅弘＊（日本学術会議連携会員、京都大学防災研究所教授） 

○「21 世紀：人類史のターニングポイント；世界人口、国際社会変動、環境

問題と巨大都市化、をどのように潜り抜けるか？」 

丸山 茂徳＊（日本学術会議連携会員、東京工業大学大学院理工学研究科教授） 

 

総合討論・閉会挨拶  春山成子＊（日本学術会議連携会員、三重大学大学院

生物資源学研究科教授）  

 

８．関係部の承認の有無：第三部承認 

 

（＊印の講演者は、主催分科会委員） 
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（提案９） 
 

公開シンポジウム「世界結晶年（IYCr2014）オープニングシンポジウム」

の開催について 

 

 

１．主 催： 日本学術会議 化学委員会 IUCr 分科会、 

日本学術会議 化学委員会・物理学委員会合同 結晶学分科会 

 

２．共 催：世界結晶年日本委員会、日本結晶学会、日本結晶成長学会 

（その他の関連学協会と交渉中） 

 

３．後 援：（関連学協会と交渉中） 

 

４．日 時：平成 26 年１月 23 日（木）13：00 ～17：00 

 

５．場 所：日本学術会議講堂   

 

６．分科会の開催：IUCr 分科会、結晶学分科会（同日 11：30～12：30）（予定） 

 

７．開催趣旨： 

2012 年（平成 24 年）7月の国連決議に基づく「世界結晶年」（IYCr2014）

のはじまりにあたり、世の中の物質の性質の理解は結晶学の知識の上に成り立

ち、学術研究のみならず、ナノテクノロジーからバイオテクノロジーまで産業

界発展の支えている結晶学の重要性を社会にひろく伝える。 

 

８．次 第(案)： 

13：00-13：15 開会挨拶「世界結晶年 2014 を迎えて（仮題）」  

飯島 澄男＊(日本学術会議連携会員、名城大学大学院理工学研

究科教授、日本結晶年 2014 日本委員会委員長)  

 

13：15-13：30 「世界結晶年によせて（仮題）」 

大西  隆（日本学術会議会長、東京大学名誉教授・慶應義塾大

学大学院政策メディア研究科特別招聘教授） 

 

 

13：30-16：45 科学講演 

 

13：30-14：05 「高温超伝導の発見と結晶学が果たした役割」 

秋光 純＊（日本学術会議連携会員、青山学院大学理工学部教授)  

14：05-14：40 「光に応答する分子結晶」 

入江 正浩＊（日本学術会議連携会員、立教大学理学部特任教授） 

 

14：40-15：00   休憩 
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15：00-15：35  「氷の新しい融け方を発見：ゼロ度以下で現れる２種類の

液体について」 

        佐崎 元（北海道大学大学院教授） 

15：35-16：10 「地球深部物質の結晶構造」 

廣瀬 敬（東京工業大学大学院教授） 

16：10-16：45 「ヒトの分子レベルからの理解と創薬を目指す結晶学」 

藤吉 好則（日本学術会議第二部会員、名古屋大学細胞生理学

研究センター教授） 

 

16：45～16：55 閉会挨拶 

栗原 和枝＊（日本学術会議第三部会員、東北大学原子分子材

料科学高等研究機構教授） 

 

世話人：栗原 和枝＊（日本学術会議第三部会員、東北大学原子分子材料科学高

等研究機構教授） 

 

９．関係部の承認の有無：第三部承認 

 

 (＊印の講演者は、主催分科会委員) 
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（提案１０） 
 

平成 25 年度日本学術会議中部地区会議主催学術講演会の開催について 
 

１．主 催  日本学術会議中部地区会議 

 

２．共 催  名古屋大学 

 

３．日 時  平成２５年１１月２０日（水）１３：００～１６：００ 

 

４．会 場  名古屋大学（名古屋市千種区不老町） 

 

５．テーマ  大学からの知の発信～文理融合の視点から 

 

６．次 第 

 （１）13:00～13:10 開会挨拶 

濵口 道成（名古屋大学学長） 

  

（２）13:10～13:20 主催者挨拶 

           巽 和行（日本学術会議中部地区会議代表幹事、名古 

屋大学物質科学国際研究センター特任教授） 

 

 （３）13:20～13:30 科学者との懇談会活動報告 

丹生 潔（中部地区科学者懇談会幹事長） 

 

（４）13:30～15:55 学術講演会の演題及び演者 

         ・講演「磁石，磁力，磁場‐魔術から現代科学への道程」 

      家 泰弘（日本学術会議副会長、東京大学物性研究所 

教授） 

 

・講演「フランスにおける自由主義の系譜（仮）」 

 安藤 隆穂（名古屋大学高等研究院長、大学院経済学  

研究科教授） 

 

・講演「創薬とヒトの分子レベルからの理解を目指して」 

 藤吉 好則（日本学術会議第二部会員、名古屋大学細胞

生理学研究センター教授） 

 

・講演「言語の意味と構造」 

              町田 健（名古屋大学大学院文学研究科教授） 

 

（５）16:00     閉会挨拶（未定） 
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（提案１１） 
 

平成 25 年度日本学術会議近畿地区会議主催学術講演会の開催について 

 

１．主 催  日本学術会議近畿地区会議 

 

２．共 催  京都大学 

 

３．後 援  公益財団法人日本学術協力財団 

 

４．日 時  平成２５年１２月１５日（日）１４:００～１７:３０（予定） 

 

５．場 所  京都大学芝蘭会館稲盛ホール（京都大学医学部構内・京都市

左京区吉田近衛町） 

 

６．概 要   

（テーマ） 

環境といのち － 智恵なすわざの再生へ 

 

（開催趣旨） 

地球環境が大きく変動するなかで、気候、生態系、水環境などの変動を全

体として把握し、共生を念頭にして地球規模での持続可能性を考える動きも

出ている。これは自然科学にだけ限られた課題ではない。持続可能な社会の

実現のために、人間中心主義の発想への反省や、自然・人間・文化の関係の

見直しなど、文理融合的な発想に依らなければ、課題解決に至らない。山川

草木すべてに宿る「生」、「いのち」とどう向き合うか、人類には何ができる

のか、また、何を為すべきかなど、本講演会では、環境や生き物のいのち、

人間の課題などについて、智恵なすわざの再生に向けて、地球環境学、環境

宗教学、薬学それぞれの立場からの講演を通して、人類の描くべき未来のデ

ザインについて考える端緒を提供することを目的としている。 

 

７．次 第 

開催挨拶 京都大学学長または研究担当理事 

 

講演１ 「人間にとって地球とは何だろうか？」 

安成 哲三（日本学術会議第三部会員、人間文化研究機構・総

合地球環境学研究所所長） 

 

講演２ 「草木国土の声を聴く」 

岡田真美子（日本学術会議連携会員、兵庫県立大学環境人間学

部教授） 

 

 



22 
 

 

講演３ 「『自然・人間・文化』と薬」 

伊藤美千穂（日本学術会議連携会員、京都大学大学院薬学研究科

准教授） 

 

閉会挨拶 橋田  充（日本学術会議近畿地区会議代表幹事、京都大学大学

院薬学研究科教授） 

 

※総合司会 鈴木 晶子（日本学術会議第一部会員、京都大学大学院教育学研 

究科教授） 

 

 

提案 1２は別添なし 
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